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私たち水星が世の中に提案する ”宿泊体験 ”は、現場の一人ひと
りの手によって形づくられています。現場で起きていること、ゲストの反応、

運営の仕組みを直接知ることで、全部署のメンバーが共通の基準を持ち、より精
度の高い協力関係を築くための土台となるのが、水星に入社したメンバーが、配属

先に関わらず最初に経験する「ホテル研修」。
今回は、昨年後半期に研修を経験したプロデュース事業部の木村さん・前田さん・山下さ

んと、同じく研修経験者の金井塚さんが、研修でどんな気づきを得て、それがどう今の
業務に繋がっているのか、座談会形式で振り返りました。４名の会話を踏まえ、私た

ちがなぜホテル研修を行うのか、あなたなりの答えを見つけてみてください。

金井塚： まずは皆さんが、いつ、どのホテルで、

どのような内容の研修をされたのか、簡単に教

えていただけますか？

木村： 2025 年 6 月 に 入 社 し た 直 後、HOTEL 

SHE, OSAKA に 2 ヶ月半、その後、ホテル雲井

に3ヶ月弱いました。雲井ではちょうどリニュー

アルオープンの時期だったので、開業プロジェ

クトに携わらせてもらいました。

前田： 僕は 2025 年 12 月に入社して、12 月は

HOTEL SHE, KYOTO で 1 ヶ月、1 月は香林居で

1 ヶ月弱、最後に雲井に 1 ヶ月 1 週間ほどおり

まして、3 月中旬に京都オフィスにきました。

大阪以外の 3 施設をコンプリートさせていただ

いた感じですね。

山下： 僕は、HOTEL SHE, KYOTO に 1 ヶ月です。

金井塚： 山下さんは前職でホテル開発の経験が

おありだと思うんですけど、実際に現場に入っ

てみて、開発・設計側の目線から驚きやギャッ

プはありましたか？

山下： 何より、かなりの部分がすべて自前・現

場で完結していることに驚きました。清掃を自

社スタッフで回していること、自社のオペレー

ティングシステムがあってそれをちゃんと現場

の人が回してることなど。

普通は、清掃は外注や派遣に任せる場合が多い

ですし、現場用オペレーティングシステムはプ

ログラマーでないといじれないので、現場から

「小回り利かないな」みたいな声もよく聞きま

す。入る前は、大手チェーンの一律システムを

使うか、そうでなければアナログの印象があっ

たのですが、オペレーティングシステムレベル

のものを現場スタッフが自前で作ってるところ

がすごく新鮮でしたね。運営者が作っているか

ら、細かいルールやチェック項目の変更も、必

要な時に誰でもすぐにできる。

金井塚： 確かに、コスト削減ということもあり

ますが、本質的に、水星で提供したい体験や世

界観に合わせてオーダーメイドで自前システム

を使ってオペレーションに還元していく強み

が、うちにはありますよね。

木村： 自社システム的な観点でいうと、予約管

理から清掃管理、ルームマネジメント、お金周

りまで、あらゆることが 1 つにまとまっている

ので、1 人で全貌が把握しやすいんです。逆に

いうと、ホテル現場スタッフのやる範囲がめ

ちゃくちゃ広い水星だからこそ、この自社シス

テムが生きてるんだろうなとも思います。

あと、ホテル雲井に行った時にすごく役に立っ

たのが、基本的に HOTEL SHE, のシステムを

ベースに温泉や食事などの機能を追加して雲井

仕様にカスタマイズすれば、そのまま使えたこ

とです。今後も拠点が増えた時でも、ベースの

システムは同じままローコストで移行できるの

はメリットが大きいと思います。

金井塚：木村さんはホテル雲井の研修中は具体

的にどういうことをされていたのですか？

木村：現場の工数削減のための施策を色々やり

ました。例えば、エアコンなど故障が起こりや

すい備品の故障時マニュアルとフローの整備で

す。故障時の診断フローを作り、この場合は電

話一本かければ定額で交換してくれるという業

者を取り付けて、仕様書のフォーマットを整え

ました。



山下：さすが。普通は毎回ゼロベースから普通

にネット調べて見積もり取って…となりがちで

すしね。木村さんの前職の設計事務所ではそう

した設備系の知識を研修で身につける機会など

があったのでしょうか？

木村： 研修は特になくて、ひたすら実際の業務

の中でいろんな工務店とやりとりしたり、現場

を見たりする中で、設備系の知識も業者の相場

感も、自ずと身についてきた感じですね。

金井塚：HOTEL SHE, も香林居も雲井も通られ

た前田さんの、現場でのミッションは何でした

か？

前田：全ての施設で共通して「お客さんのこと

を知る」、一言でいうとそれだけです。ただ、

その中で、違う施設でも共通する課題に気づき

ました。というのは、水星は施設ごとに濃い世

界観でブランドイメージを作っているので、

ターゲットをすごく絞って集客していると思わ

れることが多いのですが、実際は国籍も年齢も

とても幅広く来てくださっているんですよね。

ホテルの世界観をしっかり尖らせていく上で、

ターゲットはすごく大事です。とはいえ、ホテ

ルって全世界の全世代の老若男女の方々が OTA

や SNS を見て来てくださるわけじゃないです

か。という時に、顧客全体の割合や各層の満足

度などについてたくさん考えて話し合って、研

修レポートとしてまとめました。

金井塚：分析結果で特に印象的だったことなど、

詳しく聞きたいです。

前田：例えば HOTEL SHE, KYOTO では、働き

始める前は「20〜30 代の若い方が宿泊者の中心

なのかな」と思っていましたが、実際のところ、

平日は京都駅を利用されるビジネスパーソンも

多く来てくださっているんですよね。僕の実体

験としても、研修中に接客をしていて印象的

だったのが、ビジネス利用のサラリーマンのお

じ様たちがアイスを食べている姿がなんだか幸

せそうだなぁと思って、こちらも幸せな気持ち

になりました（笑）。旅行で来ている人って旅

自体がすでに非日常だけど、ビジネス利用の方

たちにとっては、出張中のホテルだけが唯一の

オアシスなのかもしれないなと思ったら、なん

か嬉しいじゃないですか。というわけで、「水

星のホテルは世界観を尖らせつつも、決して門

戸を狭めているわけではなく、全てのお客さま

に開かれているんだよ」ということがもっと伝

わるようなサイトを作ろうか、という案が生ま

れて、実際に今そのプロジェクトが動いていま

す。

金井塚： 実際に皆さんがホテルの現場に入って

みて初めてわかったことや驚いたことは何です

か？

木村： 僕が HOTEL SHE, OSAKA にいた時に驚

いたのは、接客が想像以上にカジュアルだった

ことです。アルバイトさん含め、友達的な距離

感にうまく滑り込むのがうまい人が多くて、

「おっすおっす」みたいな感じで接客する時も

あって最初びっくりしたんですけど、よく見て

いたら相手をよく見て使い分けていることが分

かりました。

カジュアルな接客を喜んでくれる人にはおっす

の距離感でいて、フォーマルな接客をした方が

いい人にはちゃんとする。一見すると現場ス

タッフの「個人の裁量」に委ねられているよう

に見えるのですが、画一的なマニュアルを超え

撃でした。ある意味、「自分という境界がない」

というか、あくまで「ホテルという一つの箱」

の中でぐるぐる人が回ってるんだな、と。けど

逆に、日々の業務の中で何かトラブルが起きて

も、すごいスピード感で次々にそのトラブルが

改善されていくのを見て、ホテルの一員として

「みんなでこのホテル守っているんだ！」とい

う連帯感、覚悟、気合いみたいなものもすごく

感じられて素敵だと思いました。

金井塚： 現場のみんな、当事者意識がすごい高

くて、常に顧客の方を向いてるって感じですよ

ね。

木村：カルチャーショックでいうと、マルチタ

スクもでした。

山下：あとは、アルバイトのレベルもめちゃく

ちゃ高い。ほぼ社員と同じことをできるレベル

の人がかなりいて。

金井塚：僕もよくホテルの採用候補者さんと面

談する時に、「マルチタスクだからホテル運営

全体を学べますよ」「現場の裁量が大きいので

上流の企画とか立てることもできますよ」と

言っているのですが、改めて実感しました。

金井塚：ホテルの現場での経験を、今のプロ

デュースでの業務にどう活かしているかという

話について伺えたらと思います。

前田：僕は、先ほどお話ししたようなマーケティ

ング的な視点で、ホテルと直接連携した仕事は

たくさんさせてもらっています。現場のリアル

や顧客のインサイトを直に見れたことが、今の

マーケティングに延長線上的に活かせていると

思っています。「自分の仕事の先に人がいる」っ

ていう事実をちゃんと分かったことが、僕に

とって一番大きかったと思います。前職だと、

代理店という立場でもあったので、実際に自分

て、アルバイトさんを含め研修制度や育成の仕

組みが整えられているんだなと感じました。

金井塚： そこが HOTEL SHE, OSAKA 独自の持

ち味で、一朝一夕にできるものではないですよ

ね。ちなみに木村さんもゲストとフランクなや

りとりをして仲良くなる経験などはできまし

た？（笑）

木村：僕は…「こんちはぁ〜」ぐらいですね。

金井塚さんも多分同じくでしたが（笑）。

山下：僕がいた HOTEL SHE, KYOTO は、ホテ

ル＋αの一芸がもはやプロレベルの人が多く、

だからポップアップや展示への力の入れようや

クオリティもすごくて驚きました。現場に立っ

ているメンバーにタレント性がある比率がすご

く高くて、かつホテルの現場にその人たちのポ

テンシャルが活きる場がたくさんあって、それ

がしっかり売上にもつながってる。これは他の

ホテルにはない強みだなと思いました。

前田：良いところはお二人がおっしゃった通り

で全同意なので、僕はあえて、ホテルで研修し

て衝撃を受けたカルチャーショックについてお

話ししようかと思います。ホテルの世界では

きっと当たり前のことなのですが、「自分がやっ

てしまったミスを、次の番の人が謝らないとい

けない」逆に「前の番の人のミスを、自分が謝

らないといけない」ということが、これまで「自

分がやったことは自分が謝る」のが常識だと

思って生きてきた僕にとっては、なかなかの衝



現場の運営目線やお客さまの目線を肌感覚とし

て学ぶことができたことで、企画の場でも議論

をスムーズに進めることができるようになっ

た。問題が起きてから対処するのではなく、先

回りして解決していきたいですね。

金井塚：前田さんも、最後に言い残したことは

ありませんか？

前田：僕は幸運にも研修で全施設巡ることがで

きたことで、会社も仕事も一層好きになりまし

た。水星は社員それぞれがいろんな場所にいる

ので直接話せる機会は少ないですが、僕は入社

数ヶ月の間に話したことがない人がいないくら

いの状態で、シンプルに友達がたくさんできた

ような感覚です。これから研修される皆さんも

ぜひいろんな施設に行ってほしいです。

山下： この間の同期研修もすごく盛り上がりま

したよね。

金井塚： 本日はありがとうございました。引き

続き、運営と開発の連携を深めながら、最高の

体験を作るためのワンチームとして、これから

もやって参りましょう！

木村：全く違いますね。前職で旅館の設計をやっ

ていたことがあるんですけど、当時も気をつけ

てはいたものの、やっぱり現場に立ってみない

と気づかなかった視点はあるなと思います。

山下：素晴らしい。僕が今検討している案件で

も、例えば SHE, KYOTO が、30 室から 50 室にジャ

ンプするとどうなるのか、みたいな形でリアル

に考えられるんです。資料を分析したら数字上

では計算は出来るし、前職でも運営の人たちに

ヒアリングしながら作っていたのですが、そう

いう「理論上は」の感覚だったことが、リアル

な肌感として数字を出せる。HOTEL SHE, 

KYOTO のスタッフたちも現場に立ちながら企

画もやっている人が多いと多いますが、現場で

ゲストのリアリティーを前にして、企画する人

が現場に立つ大切さを実感しましたね。

たちのサービスを利用してくださる方がどんな

風に生きているかとか、現場の人が何を考え何

に悩んでいるかは、今思うとそこまで考えなく

ても済んでしまっていた気がします。でも、今

はそういうわけにはいかない。なんか、人間ら

しくなれてよかったなと思いました。

木村：僕は、今担当している新しいホテルの立

ち上げの中で、研修があったからこそ掴めた肌

感が活きているなと感じています。具体的な空

間設計・サービス設計の部分で、「ここスーツ

ケースぶつけられて壊れやすそうだな」「こう

いう部分って意外とお客さん見てる / 見てない

な」「ここはホコリたまりやすいな」と自然に

気付けるんです。今は設計の人とやりとりする

中で、現場視点でフィードバックできることも

あります。これもやっぱり、清掃目線・フロン

ト目線・カフェ目線など、全方面からの目線で

総合的に見れるんですよね。すごく大きな財産

だなと思っています。

金井塚：前職は設計事務所で企画設計をずっと

やられてましたが、やっぱり視点や解像度が変

わりましたか？

金井塚：逆にホテルへ還元できそうなこと、ホ

テル事業部と一緒にこういうことをやっていき

たいといったことを、最後にブレスト的にお話

し頂けますか。

木村：各施設そろそろ様々な設備を変える必要

が出てくるフェーズになってきています。外部

業者を入れるのか社内で内製の仕組みを作るの

かなど、その体制づくりやメンテナンス周りは

ぜひサポートできればと思って、すでにビルメ

ンテ業者と打ち合わせなどもしています。

金井塚：開業時点だけでなく、10 年後、20 年後

にどうなっていくか、ホテルプロデュースする

上でも大事な視点ですよね。

前田：やはり閑散期と繁忙期の差をいかに埋め

るかということは、より考えていかなければと

思います。また、データを分析していて、水星

のホテルは新規のお客様がどんどん来てくださ

るのが強みだと分かりました。逆にいうとリ

ピート率にはもっと伸び代があると思うので、

一度来ていただいた方々にもう一度来たいと

思っていただけるような取り組みも一緒にやっ

ていきたいです。

山下：僕は、建築のことをある程度わかってい

る人間が現場を経験したことを活かして、企画

開発・建築と現場・運営をよりシームレスにつ

なぐ存在であろうと思っています。一般的な

ウォーターフォール型のホテル開発では、プロ

ジェクトの終盤に運営チームから「使いづらい

から変更したい」という要望が出ても、技術的・

予算的に対応が難しいというすれ違いがありが

ちだと思います。でも、水星のモノづくりはア

ジャイル型で進むので、かなり初期の企画段階

から支配人と一緒にチーム全員でディスカッ

ションを重ねています。僕自身、ホテル研修で











木村 由佳

MAGIC HOUR

嶋田里英
「あ、こんな日のこの場所見たことある」と思いつ
つページを進め、見終わるといつも見ている日常
でもふと立ち止まりたくなってしまうイラスト作品
集です。東京駅を見ながら、影いま綺麗だな～と
思うようになりました。

馬旅日記 ガウディ：未来をひらく窓

西郡哩来 編集：YKK AP株式会社
自分にもあった習い事の区切りを、20
歳でこんなふうに書き起こせる人がいる
のかとまず驚き。フォトブックを見せて
いただき、悩みこちらだけ購入したので
すがやっぱり一緒にほしいかもなと気に
なっています。

欲しいです。私ごとながら、
3月末に長男が産まれまして、

「窓」と命名をさせていただきました。
是非とも未来をひらかせていただければと。

今年はガウディ没後 100 年を記念して
展示会やイベントが数多く開催されてい
ます。その 1 つ、日本で開催される、
ガウディの窓の魅力を伝える展覧会のプ
ロジェクト特別書籍です！永田さんにプ
レゼントしようかな。



ラブラブで困る！

オフィス近況シリーズ

シーメンバー勢ぞろい飲み会！お祝い会！

インターン生の中島くん歓迎会🎉安定のオフィスで！ 梅芸の現地視察のにこやか高見さん

花見前に指をスライスして登場した人
ロングMTGで阿波踊りをするサイトウミドリ

GWでめっちゃ仲良くなった同期2人



水野 泰輔

1993 9 9 32

A 水野さん

まっすぐ

カフェ巡り
（スタイリッシュより、くつろげる系）

散歩＆読書
プロデュースのおしごと色々、
最近は営業多め。

（たいすけってよばれたい）

（カフェは行き過ぎて禁止例が出ました）

散歩中に偶然いけてる場所
人に出会う

愛知県一宮市
（CoCo壱・コメダ発祥の地）

髪の毛を伸ばす プロデュース事業部

最近食べてないもの
（好き嫌いなし）

ヘルシンキ セイナッツァロの村役場
（フィンランド）

スピッツ・ブルーハーツ
水源（アインランド）

はじまりはクロマニヨン（妻）
ほか色々

レオン（とびきり）
LIFE、ほか色々

水色、橙色
Sinisen Huvilan Kahvila

（ヘルシンキ）
甲本ヒロト

最高だった世界のレンタカー旅

建築！

アイスランド一周（地球って感じ）

プーラ / クロアチア〜ヴェネチア / イタリア（地中海は楽園）

トレラベガ / スペイン）〜ニース / フランス（ドラクエの世界）

深すぎて逆に好きって言いにくい

永遠に勉強できる、実質無料（教材はそこかしこに）。

たくましさと大人の余裕、大きい家 ニューヨーク（行ったことない）

ザ カーライル ア ローズウッド ホテル
（映画で見た）

水星らしいホテルの1階を考える
（事業性と公共性どちらも担保した場所）

建築を広く考えられる人を増やす
（場を持つ？） 自分や水星みたいな組織がいっぱいある状況を作る

スペインでハネムーン中自損事故。
保険でフルカバー！保険大事。

クロアチアの崖から海へダイブしたら、
高所恐怖症になった

百年前くらい（祖父母の祖父母を見る）

若返りつつ分身
（パン屋とか医者とか色々やってみたい）

どらえもん（アイテム : 地平線テープ）



鈴木 淳平

1994

O

9 1 31

JP

パンを食べている

SHE, でホテル運営

言うてどうにかなるっしょ

妻のわがままに
応えること 寝る速さ

宮城県仙台市

器集め SHE,

海苔 離島 Hotorinite

Aphex Twin 伊坂幸太郎 君の名前で僕を呼んで

緑 mood(大阪の花屋） 長澤まさみ
（大学時代カフェで接客してからレジェンドです）

パン屋

長澤まさみ

笑顔

笑顔

kurs

Boulangerie Parigot

まるき製パン所

洗濯機

amaya(インド）

スリランカ

タンデムでしまなみ海道横断

夫婦円満

慶良間諸島でダイビング タイで現地人と間違われてゴミ捨て手伝わされたこと

夫婦円満

1980年代

花粉症にならない力

Ted


